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近年、ペポカボチャ（Cucurbita pepo L.）の新しい品種であるʞストライプペポʟが作ら
れ、道産食材として様々な用途への活用が期待されている。ストライプペポ種子 n-ヘキサ
ン抽出物とメタノール抽出物をそれぞれ 25％高脂肪食混餌飼料とし、ラットの血清中の総中
性脂肪濃度を経時的に測定し、また肝臓中の総中性脂肪量を定量したところ、メタノール抽
出物を摂取した群は 25％高脂肪食群に対し血中総中性脂肪濃度の有意な上昇抑制効果を示
した。
そこでメタノール画分を常法により酸性、中性、塩基性に分画し、25％高脂肪食条件に対
するそれぞれの影響を調べたところ、中性画分摂取群で肝臓中の総中性脂肪含量の有意な上
昇抑制効果を示した。これらの結果からペポカボチャ種子抽出物が 25％高脂肪食条件下で
も血中ならびに肝臓中の総中性脂肪濃度の上昇を抑制することを明らかにした。
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⚑．はじめに
ペポカボチャ（Cucurbita pepo L.）はカボチャ属植
物の一種で、現在わが国で普及している食用のセイヨ
ウカボチャ（C. maxima）とは別種である。ペポカボ
チャではズッキーニが有名であるが、その他にも果実
内の線維部分を食べるそうめんカボチャやハロウィン
に使う飾りカボチャも含まれる。近年、菓子類のトッ
ピング素材などとしてカボチャ種子が利用されている
が、現在その多くは海外からの輸入に頼っており、安
全で安心な国産のカボチャ種子の供給を望む声が強く
なっている1)。しかし、ほとんどのカボチャ種子には
厚い殻があるため、殻を剥く作業にコストと時間がか
かり、国産カボチャ種子の価格競争力の向上が課題と
なっている。
ペポカボチャ種子は、過活動膀胱と前立腺肥大症等
に関して記載されている2) が、その他の生理調節機能
の作用機作に関する知見は乏しい。
厚生労働省の平成 28 年度国民健康・栄養調査によ
ると、肥満者（BMI≧25）の割合は男性 31.3％、女性
20.6％であり、男性では⚓人に⚑人、女性では⚕人に
⚑人が肥満者という現状である。肥満が要因となりメ
タボリックシンドロームの発症にかかわることが明ら
かにされており3)、特に内臓脂肪蓄積がさまざまな疾
病を引き起こしていることから、内臓脂肪細胞蓄積抑
制や脂質代謝の改善が重要とされる。
種実類にはくるみなどで血中中性脂肪低減作用が知
られているが、これは  3 脂肪酸の作用とされており、
我々はペポカボチャ種子非脂溶性成分の脂質代謝改善
に関与する検討を行った。
本研究では、ペポカボチャ種子を n-ヘキサンとメ
タノールを用いてそれぞれ脂溶性画分（Hex 画分）及
び水溶性画分（Met 画分）に分画し、25％高脂肪食条
件においてそれらが脂質代謝に与える影響について調
べた。
⚒．材料と方法
⑴ 試料および試薬
［試料］ペポカボチャ種子は（地独）北海道立総合研
究機構 農業研究本部 上川農業試験場から恵与頂いた
ストライプペポ種子風乾物を用いた。
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［試薬］n-Hexan（特級、和光純薬、大阪）、Methanol
（特級、和光純薬、大阪）、Tetramethoxypropane（⚑
級、和光純薬、大阪）、Acetic acid（特級、和光純薬、
大阪）、Sodium chloride（特級、和光純薬、大阪）、ト
リグリセライドキット トリグリセライド E-テストワ
コー（和光純薬、大阪）。
［装置］動物用生化学自動分析装置（富士ドライケム
3500 V、富士フィルム、東京）。
⑵ 試料調製
⚑）脂溶性（Hex）画分と水溶性（Met）画分の調製
ペポカボチャ種子（1205 g）を粉砕し、n-ヘキサン
抽出（24 時間×⚓回）後、減圧濃縮し脂溶性画分（479.7
g）を得た。この画分を脂溶性の Hex 画分とした。
Hex 画分抽出後の種子残渣をメタノールで抽出した
（24 時間×⚓回）後、減圧濃縮しメタノールを留去し
た。その後、⚓日間凍結乾燥して粉末状にしたものを
水溶性画分（42.7 g）とした。この画分を水溶性の
Met 画分とした。給餌試料には、Hex 画分と Met 画
分の収量比からそれぞれ⚕％と⚑％を添加した。
⚒）Met 画分の分画
Met 画分からの成分抽出法は柳田らの方法4) 5) を用
いた（図⚑）。
一般的な溶媒抽出法により塩基性、酸性、ならびに
中性の各画分に分画した。収率は塩基性（Ba）画分が
0.98％、酸性（Ac）画分が 0.43％、中性（Neu）画分
が 29％であった。各画分の 25％高脂肪食条件ラット
への投与量は、これらの収率よりストライプペポ種子
メタノール抽出物中の割合と同じになるように算出し
た。
⑶ 実験動物
SD系 SPF雄性ラット（⚔週齢体重約 80 g）を三協
ラボサービス㈱より購入した。動物実験室は温度
23±1 ℃、湿度 55 ± 10％、12 時間の明暗サイクル（明
期；⚘：00～20：00、暗期；20：00～⚘：00）で管理
し、個別のステンレス製網ケージで飼育した。飼料及
び水道水は自由摂取とし、体重と飼料摂取量は毎朝
⚘：00 に測定した。予備飼育⚗日間の後、各群の体重、
血清中性脂肪濃度の平均値をもとに各群のそれぞれの
平均値が同じになるように組み換えた。普通食は⚕％
コーンオイルを含み、普通食に 20％のラードを加えた
ものを高脂肪食とし、各試料中のMineral mixture 及
び Vitamin mixture は AIN-93G に準拠した。
⑷ ラット尾静脈血中の血清中性脂肪濃度の測定
飼育期間中一定間隔で尾静脈採血を行い、血清中性
脂肪濃度を調べた。尾静脈より採血した血液は冷却
後、10,000×g、⚓分間、⚔℃で遠心分離し血清を得た。
各血清 10 L を採取し、動物用生化学自動分析装置（富
士ドライケム 3500 V）で血清中性脂肪濃度を測定し
た。
⑸ 解剖
飼育期間終了後 14 時間絶食させ、麻酔下（ソムノペ
ンチル（0.07 mL/100 g B.W））で腹部大動脈より放血
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図 1 Met 画分の分画方法
を行った。肝臓、盲腸、腎臓、腸間膜周囲脂肪組織、
副睾丸周囲脂肪組織、腎周囲脂肪組織を採取し、それ
ぞれ重量を測定した。
⑹ 肝臓中の脂質成分の抽出と分析
肝臓中の脂質の抽出は、Folch らの方法6) を改良し
て行った。肝臓を凍結乾燥後（⚔日間）、粉末状にしク
ロロホルム-メタノール（2：1、v/v）混合液により脂
溶性物質の抽出をした。その後、クロロホルム-メタ
ノール（2：1、v/v）混合液で洗浄した。この洗浄液を
ろ過したものを脂質抽出液とし、0.37％KCl を加え、
一晩静置後、分離された水層を除去した。さらに、ク
ロロホルム-メタノール-水（3：48：47、v/v/v）洗浄
液を静かに加え、この洗浄液を除去した。この操作を
⚓回繰り返した。脂質抽出液をメタノールで 20 mL
に定容したものを、肝臓中総脂質抽出液とした。肝臓
中の脂質成分の分析は、トリグリセリド E-テストワ
コーを用いて行った。
⑺ 統計解析
すべての実験データは平均値±標準偏差で示した。
各データ間の検定は、統計ソフト Stat View 5.0 とエ
クセル統計（オーエムエス）を用いて一元配置分散分
析（one-way ANOVA）を行い、Tukey-Kramer 法に
よって多重比較検定を行った。有意水準は⚕％（p＜
0.05）とした。
なお、本研究は本学実験動物委員会に申請し、承認
されたものである（第 2014-1 号）。
⚓．結果
⑴ ストライプペポ種子 n-ヘキサン抽出物とメタ
ノール抽出物のラット血中中性脂肪濃度及び肝中
中性脂肪含量に与える影響
ストライプペポ種子ヘキサン抽出物とメタノール抽
出物が高脂肪食条件下における脂質代謝に与える影響
を調べた。本飼育開始時⚖週齢ラットを Control 群、
High Fat 群、⚕％Hex 群、⚑％Met 群の⚔群（n＝6）
に組み換え、⚔週間各飼料の給餌を行ったところ各群
順調に成長した（図⚒）。
血中中性脂肪濃度（21 日目）は Control 群で 249±
51.4 mg/dL、High Fat 群で 665±248.6 mg/dL、⚕％
Hex 群で 506±225.0 mg/dL、⚑％ Met 群で 295±
67.0 mg/dL であり、⚑％Met 群の値は、High Fat 群
の値と比べて有意に低いことがわかった（図⚓）。
次に、高脂肪食条件下における臓器及び脂肪組織重
量への Hex 画分や Met 画分の影響を調べるため、臓
器及び脂肪組織重量の測定を行った。各臓器及び脂肪
組織重量はを表⚑に示した。各臓器重量、脂肪組織重
量の値には有意な差は認められなかった。
脂質の貯蔵や合成を行う器官である肝臓中の脂質の
分析を行ったところ、肝中中性脂肪含量は Control 群
（51±28.1 mol/g 新鮮重（FW））と比較して High
Fat 群（91±18.8 mol/gFW）は 44％の有意な増加を
示した。また High Fat 群と 25％高脂肪食にそれぞれ
Hex 画分、Met 画分を添加した群を比較すると⚕％
Hex 群で 33％の減少を示したが、有意な差は認めら
れなかった（図⚔）。
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図 2 高脂肪条件におけるストライプペポ種子抽出物混餌
飼育ラットの成長曲線
Control：基本飼料給餌（○）、High Fat：25％高脂肪飼料給
餌（□）、5％ n-Hexan：High Fat 食に Hex を 5％添加した
飼料給餌（▲）、1％Methanol：High Fat 食にMet を 1％添
加した飼料給餌（■）
図 3 高脂肪条件におけるストライプペポ種子抽出物によ
る血中中性脂肪濃度の変化
Control：基本飼料給餌（○）、High Fat：25％高脂肪飼料給
餌（□）、5％ n-Hexan：High Fat 食に Hex を 5％添加した
飼料給餌（▲）、1％Methanol：High Fat 食にMet を 1％添
加した飼料給餌（■）
⑵ ストライプペポ種子酸性画分、中性画分、塩基性
画分のラット血中中性脂肪濃度及び肝中中性脂肪
含量に与える影響
ラット血清中の中性脂肪濃度上昇抑制されることを
見出したので、これに関与する成分の検索を行うため、
溶媒抽出法により Met 画分を酸性（Ac）画分、中性
（Neu）画分、塩基性（Ba）画分に分画した。⚖週齢ラッ
トをControl（25％高脂肪食飼料）群、Ba（25％高脂肪
飼料＋0.098％ Ba 画分投与）群、Ac（25％高脂肪飼
料＋0.043％ Ac 画分投与）群、Neu（25％高脂肪飼
料＋2.95％ Neu 画分投与）群（n＝6）に組み換え、⚔
週間飼育したところ各群順調に成長した（図⚕）。
各画分の 25％高脂肪食条件ラットへの投与量はス
トライプペポ種子メタノール抽出物中の割合と同じに
なるように算出し、0.5 mL/回、⚓回/週、合計 12 回経
口投与した結果、血中中性脂肪濃度（28 日目）は、
Control（25％高脂肪飼料）群で 450±146.0 mg/dL、
Ac 画分群で 386±105.0 mg/dL、Neu 画分群で 356±
105.0 mg/dL、Ba 画分群で 415±153.9 mg/dL であっ
た（図⚖）。Neu 画分群は Control 群と比較して 20％
低下したが、統計解析を行った結果各群有意な差は認
められなかった。
また、高脂肪食条件下における臓器及び脂肪組織重
量への影響を調べた。肝臓、腎臓、盲腸の重量及び腎
周囲脂肪、腸間膜脂肪、副睾丸脂肪の重量を測定し、
また総脂肪量を求めた。各臓器重量、脂肪組織重量と
もに統計解析を行った結果、各群有意な差は認められ
なかった（表⚒）。
次に肝中中性脂肪含量は Control 群で 81±12.6
mol/gFW、Ac画分群で 84±4.9 mol/gFW、Neu 画
分群で 47±15.6 mol/gFW、Ba 画分群で 71±21.5
mol/gFW であった（図⚗）。肝中中性脂肪含量は統
計解析を行った結果、Control 群と比較して Ac 画分
群、Ba画分群では差異は認められなかったが、Neu 画
分群は有意に低い値を示した。
⚔．考察
ペポカボチャ種子を n-ヘキサンとメタノールを用
いてそれぞれ Hex 画分及び Met 画分として抽出し、
それらが 25％高脂肪食条件下において脂質代謝に与
える影響について調べた。
摂取した中性脂肪は吸収後、リンパ管を経て速やか
に血中に移行されることから、脂質代謝の指標として
血中中性脂肪濃度を測定した。また、肝臓に過度の中
性脂肪が蓄積することは脂肪肝などを引き起こす要因
である7) ことから、肝中中性脂肪濃度を測定し、評価
を行った。
経時的な血中中性脂肪濃度の変化を尾静脈より採血
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表 1 各臓器及び脂肪組織重量
群
標準飼料（5％脂肪) 25％高脂肪食飼料
Control High Fat 5％ n-Hexan 1％Methanol
g/100 g 体重
肝臓 3.84±7.88 3.68±10.74 3.38±6.26 3.47±4.54
腎臓 0.67±0.51 0.64± 0.38 0.65±0.64 0.66±0.73
盲腸 0.98±2.87 0.65± 1.01 0.71±1.52 0.73±1.69
腎周囲脂肪 2.56±8.91 2.82± 6.81 2.66±4.28 3.11±6.32
腸間膜脂肪 1.15±3.54 1.36± 5.99 1.24±1.79 1.36±4.49
副睾丸脂肪 1.67±5.75 1.89± 5.56 1.95±2.52 2.22±6.12
総脂肪 5.30±1.27 5.99± 1.18 5.86±0.49 6.65±0.87
mean±SD、n＝6、Tukey-Kramer
Control：基本飼料給餌、High Fat：25％高脂肪飼料給餌、5％ n-Hexan：High Fat 食
に Hex を 5％添加した飼料給餌、1％ Methanol：High Fat 食に Met を 1％添加した
飼料給餌
図 4 高脂肪条件におけるストライプペポ種子抽出物によ
る肝中中性脂肪含量の変化
Control：基本飼料給餌、High Fat：25％高脂肪飼料給餌、
5％ n-Hexan：High Fat 食に Hex を 5％添加した飼料給餌、
1％Methanol：High Fat 食にMet を 1％添加した飼料給餌
し調べたところ、血中中性脂肪濃度は 21 日目におい
て、高脂肪食に⚑％ Met 画分を加えた群で普通食群
と同程度に維持され、25％高脂肪食群と比較すると血
中中性脂肪濃度の上昇を抑制した（p＝0.009）。一方、
肝中中性脂肪含量は Control 群と比較して High Fat
群で有意な増加を示した。しかし、⚕％Hex 群と⚑％
Met 群の⚒群における肝中中性脂肪量は Control 群と
比較して増加したものの、有意な差ではなかった。
種実類にはくるみなど血中中性脂肪低減作用が知ら
れているものがあるが、これらは主として脂質中の
 3 不飽和脂肪酸の作用であるとされている。この
3 脂肪酸の血清脂質改善作用は、特に EPA により
肝臓における脂肪酸酸化の統括的な調節を行っている
PPAR の活性化によって 酸化系の酵素の発現が促
進され、肝臓内の中性脂肪の異化が高まることあるい
は脂肪細胞中の PPAR の活性化によりアディポネク
チンの誘導を引き起こし、脂肪細胞からの血中遊離脂
肪酸放出を抑制すること等によってからTG低下促進
にはたらくとされ、さらには Sterol regulatory ele-
ment-binding protein (SREBP)-1c の合成を減少させ
て脂肪酸合成を抑制することが明らかになってい
る8)。肝臓に脂肪が蓄積されるメカニズムとして、脂
肪細胞を分化する転写因子であるペルオキシソーム増
殖剤活性化レセプター （PPAR ）が知られており脂
肪肝病態下で肝臓において著しく発現誘導され、
PPAR の欠損により肝中性脂肪低下による脂肪肝の
16
藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being, Vol.13, No.1, Mar. 2018
17
ラットにおけるʞストライプペポʟ種子摂取による血中及び肝中中性脂肪低減効果
図 6 高脂肪条件におけるストライプペポ種子抽出物によ
る血中中性脂肪濃度の変化
Control：基本飼料（25％高脂肪飼料）給餌（○）、Acidic
fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）にAcidic fraction を
添加した飼料給餌（□）、Neutral fraction：基本飼料（25％
高脂肪飼料）にNeutral fraction を添加した飼料給餌（▲）、
Basic fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）にBasic frac-
tion を添加した飼料給餌（■）
図 5 高脂肪条件におけるストライプペポ種子抽出物混餌
飼育ラットの成長曲線
Control：基本飼料（25％高脂肪飼料）給餌（○）、Acidic
fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）にAcidic fraction を
添加した飼料給餌（□）、Neutral fraction：基本飼料（25％
高脂肪飼料）にNeutral fraction を添加した飼料給餌（▲）、
Basic fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）にBasic frac-
tion を添加した飼料給餌（■）
表 2 各臓器及び脂肪組織重量
群
標準飼料（5％脂肪) 25％高脂肪食飼料
Control Acidic fraction Neutral fraction Basic fraction
g/100 g 体重
肝臓 3.50±3.93 3.61±5.78 3.59±5.96 3.48±5.60
腎臓 0.66±0.70 0.65±0.39 0.65±0.75 0.64±1.02
盲腸 0.81±2.06 0.72±1.64 0.69±0.67 0.83±5.10
腎周囲脂肪 2.98±5.61 2.88±6.27 3.13±4.97 2.86±8.50
腸間膜脂肪 1.69±4.22 1.47±3.78 1.63±3.68 1.55±4.79
副睾丸脂肪 2.46±8.43 2.28±5.69 2.36±5.83 2.19±8.30
総脂肪 7.09±0.67 6.64±1.11 6.59±1.02 7.08±0.63
mean±SD、n＝6、Tukey-Kramer
Control：基本飼料（25％高脂肪飼料）給餌、Acidic fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）
に Acidic fraction を添加した飼料給餌、Neutral fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）に
Neutral fraction を添加した飼料給餌、Basic fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）にBasic
fraction を添加した飼料給餌
改善を認めたことが報告されている9)。くるみは  3
脂肪酸である -リノレン酸を比較的多く含み（9000
mg/100 g）10)、くるみの中性脂肪低減効果はこの 3
脂肪酸の作用によるものと考えられる。しかしながら
ストライプペポ種子の血中中性脂肪濃度上昇抑制は、
脂溶性画分ではなく Met 画分で見出されたので、こ
れらとは全く異なる抑制機構を有することが示唆され
た。また、予備的な実験によれば、ストライプペポ抽
出物の膵リパーゼ活性阻害は認められず、吸収後の作
用であることが示唆されている。
次にMet 画分を、それぞれAc画分、Neu 画分、Ba
画分に分画し、中性脂肪濃度上昇抑制効果を評価する
ために、経時的に血中中性脂肪濃度を測定し、解剖後
肝中中性脂肪含量を測定した。
その結果、各群間に有意差は認められなかったが、
Neu 画分群は Control 群と比較して 20％の低下を示
した。
Leonardo らは高コレステロール食を給餌したラッ
トにベルガモット果実エタノール抽出物を投与したと
ころ、血中中性脂肪濃度の減少を示すことを明らかに
した11)。このベルガモット果実エタノール抽出物には
スタチン系コレステロール薬による作用様式と類似作
用のあるフラボノイドであるブルチエリジンやメリチ
ジンを含有しており、これらが血中中性脂肪濃度上昇
抑制作用に関与しているのではないかと示している。
ペポカボチャ種子における予備的な実験では Neu 画
分には抗酸化性を示す配糖体が存在することが示され
ており、それとの関連性に注目している。また、脂質
代謝に関与する成分に関する情報はほとんど見当たら
ず、中性画分に活性が存在するのは興味深い。
肝中中性脂肪含量は Control 群と比較して Neu 画
分群で有意な上昇抑制を示した（p＝0.003）。
現在我が国において脂肪肝が増加しているが12)、そ
の機序に関する報告があり、食事由来カイロミクロン
からの遊離脂肪酸や糖質、アミノ酸からの de novo 脂
肪酸生合成などの要因により肝臓における脂肪酸プー
ルが増加することや SREBP による肝臓脂質生合成調
節機能、PPAR- 、インスリン抵抗性などが深く関与
している13)。ストライプペポ種子抽出物がこれらのど
の段階に作用して血中中性脂肪の抑制に至っているの
か大変興味深い。
⚕．まとめ
道産食材として期待されている食用種子用ペポカボ
チャ（Cucurbita pepo L）新品種ʞストライプペポʟの
栄養機能性として脂質代謝に注目し、25％高脂肪食条
件ラットに種子抽出物を摂取させ、血中及び肝中中性
脂肪濃度を測定した。
その結果、25％高脂肪食条件において Met 画分の
摂取が血中中性脂肪濃度の上昇を有意に抑制すること
を明らかにした。そしてその Met 画分を溶媒抽出法
により酸性、中性、塩基性の各画分に分画し、肝中中
性脂肪含量を測定したところ、Control 群に比べ Neu
画分群では有意な上昇抑制を示した。
これらの実験から、ストライプペポ種子 Met 画分
が高脂肪食条件において血中中性脂肪濃度の上昇を抑
制することを明らかにし、またNeu 画分は、肝中性脂
肪含量の上昇を有意に抑制することを見出した。
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図 7 高脂肪条件におけるストライプペポ種子抽出物によ
る肝中性脂肪含量の変化
Control：基本飼料（25％高脂肪飼料）給餌、Acidic fraction：
基本飼料（25％高脂肪飼料）にAcidic fraction を添加した
飼料給餌、Neutral fraction：基本飼料（25％高脂肪飼料）
にNeutral fraction を添加した飼料給）、Basic fraction：基
本飼料（25％高脂肪飼料）に Basic fraction を添加した飼
料給餌
Non-smoking Patients with Metabolic Syndrome，
日本栄養・食糧学会誌，59(2)，97-105（2006）
⚔）柳田高志，清水直人，木村俊範，バナナ新鮮葉・
乾燥葉からのワックスおよび機能性成分の抽出，
日本食品工学会誌，6(1)，79-87（2005）
⚕）浦部貴美子，北尾幸子，香山佳代子，灘本知憲，
川 村 正 純，西 川 喜 之，野 草 抽 出 物 に よ る
Escherichia coli, staphylococcus aureus および
Bacillus subtilis の生育抑制，日本食品工学会誌，
50，350-355（2003）
⚖）Folch, J. M. et al., A Simple method for the
isolation and purification of total lipids from
animal tissues., J. Biol. Chem. 226, 497 (1957)
⚗）浅井宏祐，NASH・NAFLDの診察ガイド 2010，
社団法人 日本肝臓学会，文光堂，15-16（2010）
⚘）堺 公江，食と医療 2018 WINTER-SPRING Vol.
4，講談社，学術誌 20-21（2018）
⚙）松末公彦，肝臓の脂質蓄積における新たな制御メ
カニズム：肝 PPAR-fsp 27 シグナルの役割，薬
学雑誌 132(7)832-839 z（2012）
10）文部科学省 科学技術・学術審議会 資源調査分科
会，日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）脂肪酸
成分表編，全国官報販売協同組合，5 種実類 34-
35（2016）
11）Leonardo Di Donna, Domenico Iacopetta, Anna R.
Cappello, Giselda Gallucci, Emanuela Martello,
Marco Fiorillo, Vincenza Dolce, Giovanni Sindona,
Hypocholesterolaemic activity of 3-hydroxy-3-
methyl-glutaryl flavanones enriched fraction from
bergamot fruit (Citrus bergamia): “In vivo”
studies, Journal of functional foods, (2014)
12）Kojima S, Watanabe N, Numata M, Ogawa T,
Matsuzaki S: Increase in the prevalence of fatty
liver in Japan over the past 12 years: analysis of
clinical background. J Gastroenterol 38: 954-961,
2003
13）山本匡介，⚓．脂肪肝の生化学，インスリン抵抗
性，一般社団法人 日本肝臓学会，ジャーナル肝臓，
45 巻⚒号（2004）
18
藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being, Vol.13, No.1, Mar. 2018
19
ラットにおけるʞストライプペポʟ種子摂取による血中及び肝中中性脂肪低減効果
Decreasing effects of pumpkin (Cucurbita pepo L. cultivarʞStripe-pepoʟ)
seed extracts on the triglyceride levels in blood and liver in rats
Eri SAKAI
(Department of Food Science and Nutrition, Faculty of Human Life Sciences, Fuji Womenʼs
University)
Kaori YAMAGUCHI
(Department of Food Science and Nutrition, Faculty of Human Life Sciences, Fuji Womenʼs
University)
Hideyuki CHIJI
(Sapporo Anti-Aging Laboratory Co., Ltd./Emeritus Professor of Fuji Womenʼs University)
Shunji NAKAGAWARA
(Department of Food Science and Nutrition, Faculty of Human Life Sciences, Fuji Womenʼs
University)
20
藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being, Vol.13, No.1, Mar. 2018
